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(57)【要約】
【課題】ラックの前面と背面とが対向配置された電算室
においてより容易に空調効率を向上させる。
【解決手段】ラック２０にカバー２２を取り付けること
により、吸気口が設けられたラックの前面と排気口が設
けられたラックの背面とが対向配置されたような電算室
であっても、空調機３０から供給される冷気と電子装置
２１から排出される暖気とを分離することができるので
、ラック２０を再配置したり、この再配置のためにサー
バを止めたりせずにホットスポットの発生を防ぐことが
でき、結果として、容易に空調効率を向上させることが
できる。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シート状の部材から構成され、排気口が背面に設けられた筺状の電子装置の背面に設け
られ、当該排気口から排出される排気を当該背面に沿った一方向に導くことを特徴とする
カバー。
【請求項２】
　排気口が背面に設けられた筺状の電子装置であって、
　シート状の部材から構成され、前記電子装置の背面に設けられて、前記排気口から排出
される排気を当該背面に沿った一方向に導くカバーを備える
　ことを特徴とする電子装置。
【請求項３】
　吸気口が前面に設けられ、排気口が背面に設けられ、隣り合う電子装置の前面と背面と
を対向配置された筺状の複数の電子装置と、
　２つの電子装置の前面と背面との間の空間に、その下方から冷却空気を供給する空気調
和装置と
　を備えた空調システムであって、
　前記電子装置は、シート状の部材から構成され、前記電子装置の背面に設けられて、前
記排気口から排出される排気を当該背面に沿った一方向に導くカバーを備える
　ことを特徴とする空調システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置が多数設置される電算室に設けられる空調システムに関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、電算室には、サーバやルータなどの電子装置が同一空間内に多数設置されて
いる。それらの電子装置は、大量の熱を発生させるので、この熱によって電子装置に障害
が発生するのを防ぐために、電算室には空調機が設けられている。この空調機としては、
電算室の床の下面側から冷気を供給し、電算室の天井部から暖気を排出するものが一般的
である。また、その電子装置は、１９インチ標準ラック内に組み込まれたものが多い。こ
の場合、冷却用の空気はラックの前面から給気され、背面から排気されることになる。
【０００３】
　このような電算室のうち、過去に設計されたものには、複数列からなるラック群を設け
、隣り合う列で対向するラック間で、吸気口が設けられた前面と排気口が設けられた背面
とを対向配置させたものがある。このような配置とすることにより、電子装置の排熱を集
めた空間（以下、「ホットアイル」という。）や空調機が送り出してサーバが吸引する冷
気を集めた空間（以下、「コールドアイル」という。）が形成されるのを防いでいる。
【０００４】
　ところが、高性能化に伴ってサーバ等の発熱量が増加しており、上述したような配置で
は、床下からの冷気と電子装置の排気である暖気とが混ざり合うことによって空調効率が
低下し、部分的に熱が溜まってしまう箇所（以下、「ホットスポット」という。）が発生
し、電子装置に障害が発生する場合があった。そこで、空調効率の低下を防ぐために、特
許文献１には、隣り合う列で対向するラック間で、前面同士または背面同士を対向配置さ
せる方式が提案されている。また、特許文献２には、ラック前面に前カバー、背面に後カ
バーを設け、前カバーの下方に給気口、後カバーの上方に排気口を形成し、吸気口は床下
吹き出し口に、排気口は天井ダクトに接続する方式が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開２０１０－１２７６０６号公報
【特許文献２】特開２０１０－０３２１７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に示すような配置を過去の電算室に適用しようとすると、ラ
ックを再配置したり、この再配置のためにサーバを止めたりしなければならないので、手
間と高いコストがかかることになる。また、特許文献２のような方式を採用しようとする
と、カバーに給気口および排気口を設けるので、電子装置の冷却に必要な風量や保守のた
めにラック間に通路を確保しようとするとそのカバーの径をある程度確保しなければなら
ないため、この分だけラックの列と列の間のスペースを広くしなければならない。すると
、電算室に配置できるラックの列が通常よりも少なくなり、電算室に設置可能な電子装置
の台数が少なくなる。さらに、天井ダクトの設置も必要なので、天井ダクトを持たない電
算室では、天井ダクトを設置するための工事が必要になる。
【０００７】
　そこで、本願発明は、ラックの前面と背面とが対向配置された電算室においてより容易
に空調効率を向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述したような課題を解決するために、本発明に係るカバーは、シート状の部材から構
成され、排気口が背面に設けられた筺状の電子装置の背面に設けられ、当該排気口から排
出される排気を当該背面に沿った一方向に導くことを特徴とするものである。
【０００９】
　また、本発明に係る電子装置は、排気口が背面に設けられた筺状の電子装置であって、
シート状の部材から構成され、前記電子装置の背面に設けられて、前記排気口から排出さ
れる排気を当該背面に沿った一方向に導くカバーを備えることを特徴とするものである。
【００１０】
　また、本発明に係る空調システムは、吸気口が前面に設けられ、排気口が背面に設けら
れ、隣り合う電子装置の前面と背面とを対向配置された筺状の複数の電子装置と、２つの
電子装置の前面と背面との間の空間に、その下方から冷却空気を供給する空気調和装置と
を備えた空調システムであって、前記電子装置は、シート状の部材から構成され、前記電
子装置の背面に設けられて、前記排気口から排出される排気を当該背面に沿った一方向に
導くカバーを備えることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、シート状の部材から構成され、排気口が背面に設けられた筺状の電子
装置の背面に設けられ、当該排気口から排出される排気を当該背面に沿った一方向に導く
カバーを備えることにより、ラックの前面と背面とが対向配置された電算室であってもホ
ットスポットの発生を防ぐことができるので、結果として、容易に空調効率を向上させる
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の第１の実施の形態に係るカバーの構成を模式的に示す斜視図で
ある。
【図２】図２は、本発明の第２の実施の形態に係る空調システムの構成を模式的に示す正
面図である。
【図３】図３は、図２におけるラック２０の構成を模式的に示す斜視図である。
【図４】図４は、図２におけるラック２０の構成を模式的に示す正面図である。
【図５】図５は、図２におけるラック２０が変形した状態を模式的に示す正面図である。
【発明を実施するための形態】



(4) JP 2012-204578 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

【００１３】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１４】
［第１の実施の形態］
　まず、本発明に係る第１の実施の形態について説明する。
【００１５】
　図１に示すように、本実施の形態に係るカバー１は、シート状の部材から構成され、排
気口が背面に設けられた筺状の電子装置の背面２に設けられ、当該排気口から排出される
排気を当該背面に沿った一方向に導くものである。
【００１６】
　カバー１を設けることにより、吸気口が設けられたラックの前面と排気口が設けられた
ラックの背面とが対向配置されたような電算室であっても、供給される冷気と電子装置か
ら排出される暖気とを分離することができるので、電子装置を収容するラックを再配置し
たり、この再配置のためにサーバを止めたりせずにホットスポットの発生を防ぐことがで
き、結果として、容易に空調効率を向上させることができる。
【００１７】
　また、カバー１がシート状の部材から構成されるので、ラックの列と列の間のスペース
を広くしなくても、電子装置の冷却に必要な風量やラック間の通路を確保することができ
る。これにより、前面と背面が対向するようにラックが配置された電算室であっても、ラ
ックの台数を削減することなく、空調効率を向上させることができる。
【００１８】
［第２の実施の形態］
　次に、本発明に係る第２の実施の形態について説明する。
【００１９】
＜空調システムの構成＞
　図２に示すように、本実施の形態に係る空調システムは、電算室１０と、この電算室１
０内部に設置された多数のラック２０と、空調機３０とを備えている。ここで、ラック２
０は、複数の列に配設されており、隣り合う列で対向するラック間で、吸気する前面２０
ａと排気する背面２０ｂとが対向配置された状態とされている。
【００２０】
　電算室１０は、二重床構造を有し、上方の床面と下方の床面との間に床下空調空間１１
が設けられている。この床下空調空間１１には、空調機３０の排出口が接続されている。
また、上方の床面には、複数の床下吹き出し口１２が設けられている。本実施の形態にお
いて、床下吹き出し口１２の位置は、各ラック２０の位置に対応したものとなっており、
隣り合うラック２０の間、望ましくは背面２０ｂが露出したラック２０に近い位置に設け
られる。
【００２１】
　ラック２０は、例えば、１９インチ標準ラックなどの公知のラックから構成され、サー
バやルータなどの電子装置２１が複数段組み込まれている。この電子装置２１には、複数
のファンが設けられている。このファンによって、冷却用の空気は、ラック２０の前面２
０ａから吸気され、背面２０ｂから排気される。また、背面２０ｂには、図３に示すよう
に、背面２０ｂから排気される空気により膨らんだときに、斜辺が円弧状の側面視略直角
三角形の形状を有するカバー２２が設けられている。このカバー２２は、略台形状の平面
形状を有し、上底が背面２０ｂの底辺に、側辺が背面２０ｂの側辺に取り付けられる。ま
た、カバー２２は、膨らんだときに、下底と背面２０ｂの上辺とにより略半円形の開口部
２３が形成される。このようなカバー２２の材質としては、空気の透過量が少ないまたは
空気を透過させず、容易に撓み、かつ、ラック２０からの排熱により溶けない材料である
ならば、例えば柔らかい布やビニールシートなど各種材料を適用することができる。
【００２２】
　空調機３０は、上方に設けられた吸気口から吸入した空気を冷却して下方に設けられた
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排出口から排出する公知の冷房装置から構成される。ここで、空調機３０の排出口は、床
下空調空間１１に接続されている。
【００２３】
＜空調システムの動作＞
　次に、本実施の形態に係る空調システムの動作について説明する。
【００２４】
　電子装置２１を冷却して暖まった空気は、ラック２０の背面２０ｂからカバー２２に向
かって排気される。この空気は、ラック２０の背面２０ｂの側辺および底面がカバー２２
により塞がれているので、カバー２２の内面に沿って上昇し、開口部２３から電算室１０
の天井に向かって排出される。このように、背面から排出された空気は、対向配置された
ラックに向かう方向ではなく、上方に向かって流れる。
【００２５】
　カバー２２から排出された空気は、上昇して天井を伝い、最終的に空調機３０の吸気口
に流入する。吸気口から空調機３０に流入した空気は、冷却され、排気口から床下空調空
間１１に排出される。この床下空調空間１１に排出された空気は、床下空調空間１１内部
を流通し、床下吹き出し口１２から電算室１０内部に放出される。
【００２６】
　床下吹き出し口１２から放出された空気は、隣り合うラック２０の間の空間に到達する
。この空間には、一方のラック２０が前面２０ａと、他方のラック２０の背面２０ｂとが
対向した状態となっており、この背面２０ｂにはカバー２２が取り付けられている。これ
により、その一方のラック２０と他方のラック２０との間の空間が、カバー２２により隔
てられているので、床下吹き出し口１２から放出された空気は、その空間に前面２０ａが
向いているラック２０の内部に導入される。このとき、膨らんだ状態のカバー２２が、上
方に向かって広がる側面視略直角三角形の形状を有するので、カバー２２とこのカバー２
２に対向配置された一方のラック２０の前面２０ａとの間隔が上方に向かうにつれて狭く
なっている。これにより、床下吹き出し口１２から放出された空気は、より効果的にその
前面２０ａからラック２０内部に導かれることとなる。
【００２７】
　ラック２０内部に導入された空気は、電子装置２１を冷却し、再び背面２０ｂから放出
される。
【００２８】
　このように、本実施の形態によれば、ラック２０にカバー２２を取り付けることにより
、吸気口が設けられたラックの前面と排気口が設けられたラックの背面とが対向配置され
たような電算室であっても、空調機３０から供給される冷気と電子装置２１から排出され
る暖気とを分離することができるので、ラック２０を再配置したり、この再配置のために
サーバを止めたりせずにホットスポットの発生を防ぐことができ、結果として、容易に空
調効率を向上させることができる。
【００２９】
　また、通常、カバー２２は、図４に示すように、背面２０ｂからの排気の流れ方向に膨
らんだ状態となっているが、可撓性を有するので、図５に示すように、その流れ方向と反
対方向に縮むことが可能である。これにより、過去の電算室であっても、ラックの列と列
の間のスペースを広くせずに、電子装置の冷却に必要な風量やラック間の通路を確保する
ことができる。結果として、ラックの台数を削減することなく、空調効率を向上させるこ
とができる。
【００３０】
　なお、図２に示すように、背面２０ｂが電算室１０の壁と対向配置されたラック２０に
ついては、カバー２２を設けないようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　本発明は、ファン等により取り込んだ冷気により内部の機器を冷却する電子装置やこの
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電子装置を収容するラックなどに適用することができる。
【符号の説明】
【００３２】
　１…カバー、２…背面、１０…電算室、１１…床下空調空間、１２…床下吹き出し口、
２０…ラック、２０ａ…前面、２０ｂ…背面、２１…電子装置、２２…カバー、２３…開
口、３０…空調機。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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